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埼玉県献血推進対策要綱 
 
（目的）  
第１条 この要綱は、国の方針に基づき、県、市町村、日本赤十字社埼玉県支部（以下

 「日赤支部」という。）並びに埼玉県赤十字血液センター、埼玉県赤十字血液セン

ター日高事業所及び埼玉県赤十字血液センター熊谷出張所（以下「血液センター」と

いう。）が、緊密な協力体制のもとに、全ての血液製剤を献血により確保することを

目的とする。  
 
（献血思想の普及）  
第２条 県、市町村、日赤支部及び血液センターは、県内の機関、団体及び県民に対し、

献血が相互扶助の精神のもとに、善意無償の血液を提供する行為であり、かつ、県民

の医療の確保と福祉の増進に欠くことのできないものであることの理解を得るよう

普及徹底に努めるものとする。  
 
（県）  
第３条 県は、献血制度の適正な運営の確保を図るため、次に掲げる事業を行う。  

(１ ) 献血推進のための施策の策定  
(２ ) 献血推進協議会の開催  
(３ ) 献血計画の策定及び推進  
(４ ) 献血思想の普及  
(５ ) 「愛の血液助け合いの集い」の開催及び献血功労団体等の顕彰  
(６ ) 市町村等の献血組織の育成指導  
(７ ) 献血受け入れ体制の整備  
(８ ) 血液センターの育成指導  
(９ ) 献血に関する情報の収集  
(10) 関係機関との献血推進に関する連絡調整  
(11) その他献血の推進に関し必要と認める事項  

２ 保健所は、管内の市町村及び関係機関等と緊密に連携して献血制度の推進を図るた

め、次に掲げる事業を行う。  
(１ ) 献血推進連絡会議の開催  
(２ ) 献血思想の普及を図るための広報資料の作成配布  
(３ ) 新規献血団体の開拓  
(４ ) 管内市町村、関係機関等との献血推進に関する連絡調整  
(５ ) 管内市町村等の献血組織の育成指導  
(６ ) 献血に関する相談指導  
(７ ) その他献血の推進に関し必要と認める事項  

 
（市町村）  
第４条 市町村は、地域の住民、団体等に対し、献血思想の普及と献血者の確保に努め

るものとする。  
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（日赤支部）  
第５条 日赤支部は、献血制度の円滑な推進を図るため、次に掲げる事業を行う。  

(１ ) 献血思想の普及  
(２ ) 献血グループ組織等の育成  
(３ ) 献血受け入れ体制の整備  
(４ ) その他献血の推進に関し必要と認める事項  

 
（血液センター）  
第６条 血液センターは、県内における血液製剤の需要に関して、常に県、市町村、日

赤支部及びその他の関係機関等と緊密に連携して、献血の受け入れ及び供給に万全を

 期するものとし、次に掲げる事業を行う。  
(１ ) 献血計画に関する基礎資料の作成  
(２ ) 年間計画採血予定表の作成  
(３ ) 献血の受け入れ、血液製剤の製造及び供給  
(４ ) 血液製剤の需給調整  
(５ ) 血液に関する資料の作成、提供  
(６ ) 血液製剤に関する調査、研究  
(７ ) 献血に関する相談指導  
(８ ) 献血者登録制度の推進  
(９ ) 献血に関する諸報告の作成  
(10) その他献血の推進に関し必要と認める事項  

 
（委任）  
第７条 この要綱に定めるもののほか、献血の推進に関し必要な事項は、第１条の関係

機関が協議して定める。  
 
附 則 
この要綱は、昭和６１年４月１日から施行する。  
附 則 
この要綱は、平成６年１月１２日から施行する。  
附 則 
この要綱は、平成１２年４月１日から施行する。  
附 則 
この要綱は、平成１３年４月１日から施行する。  
附 則 
この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。  


